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　わたしは、水俣学習を通して心に残ったことが二つ
あります。一つ目は、患者さんたちは、今も病気と闘
い、一生けん命生きているということです。患者さん
たちは、体の痛みが激しく、「一つでも薬を減らして
ほしい。だれか助けて・・・」と毎日のように思って
いるそうです。でも、「明るく生きていきたい。一生
けん命生きたい」と強く思い、病気とたたかっている
のですごいなぁと思いました。
　わたしの友だちのおばあちゃんは、水俣病患者さん
だそうです。わたしは、その友だちに「大変だね」と
言いましたが、その友だちは「うん」とは言いません
でした。友だちは、「わたしは大変だとは思っていな
い。おばあちゃんだって薬は多いし『はりはものすご
くいたい』って言っていたけど、一生けん命生きてい
るからそれが楽しいと思う」と話してくれました。わ
たしは、「一生けん命生きる」ということは、水俣病
じゃなくても同じことが言えると思います。
　二つ目は、差別やいじめをしないことです。語り部
の南アユ子さんは、お話の最後に、「いじめだけは絶

対にしないでください」とおっしゃいました。いじめ
は今も昔も人を苦しめていると思います。傷つくのは
いじめられる人です。だけど、言う人、その周りの人
も傷つくと思います。言う人は言って後かいしたこと
があると思うし、周りの人も、「その時注意しておけ
ばよかった」と思うことがあると思うからです。アユ
子さんは、そういう意味をこめて言われたのだと思い
ました。
　いじめは、人の見方で、上か下かを見て、はじまる
ことが多いと思います。やる人、やられる人、周りの
人、いろいろな立場があります。立場を考えて行動し
ていきたいと思いました。私も、差別やいじめは、絶
対しないようにしていきたいです。

（先生から）水俣現地学習では、学んだことを、自分の経験
や身の回りの差別と結びつけて考えることがで
きましたね。舞花さんの素敵な「感性」や「気
付き」を、これからも大切にしてほしいと思い
ます。

人権啓発標語 「知りたいと　思う気持ちが　最初の一歩」
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　菊陽人りさーちの掲載を希望する人は氏名、年齢、住
所、連絡先（昼間）をお知らせください。掲載対象は、小
学生以上で菊陽町に住んでいる人です。掲載が決まりま
したら、ご連絡します。

■申し込み・問い合わせ
　〒869-1192　（住所不要）
　菊陽町役場総合政策課　☎（232）2112
　sogoseisaku@town.kikuyo.lg.jp

募集中
！
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　あえさん
（13歳・ひばりヶ丘）

◦好きな教科　体育
◦好きなこと　バレーボール
◦自分を一言で表すと
　テンションが高い
◦今後の目標　バレーの大会で入賞
◦今一番やりたいこと
　東京ドームに行って野球観戦
［菊陽のおすすめスポット］
　菊陽中学校

◦趣味　読書
◦自分を一言で表すと　マイペース
◦今後の目標　中体連で優勝する　
◦今一番やりたいこと
　東京で買い物をしたい
◦家族に伝えたいこと
　これからもよろしくお願いします
［菊陽のおすすめスポット］
　光の森

磯
いそ

﨑
ざき

　光
ひかり

さん
（13歳・大堀木）

ゆたかな心をはぐくむ
90 人権教育・啓発課　☎（232）2113人権のひろば

　昭和31年（1956年）５月１日、２歳11カ月、
５歳11カ月の２人のあどけない姉妹の発病を契
機に水俣病が公式に確認されて、ことしで60年
になります。
　県教育委員会は、「水俣に学ぶ肥後っ子教室」
を実施しています。これは県内の公立小学校５年

生を対象に、水俣病資料館や水俣病情報センター
での調べ学習や語り部の講話を聴くなどの体験学
習を通して、水俣病への正しい理解と差別や偏見
を許さない心情や態度を育むものです。菊陽町の
児童とともに、人権と差別の課題として水俣病の
ことを正しく理解し、考え合っていきませんか。

「公式確認から60年」水俣病をめぐる人権に関する教育
―「水俣に学ぶ肥後っ子教室」―
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大事な友達 環境問題を考える子どもたち語り部の講話を聞く子どもたち


